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【１】産学連携のボトルネック

【２】論文分類・・・JST分類の説明

【３】特許分類・・・IPC分類の説明

【４】Deep Learning等による論文へのIPC分類付与

【５】IPC分類軸・JST分類軸の２次元クロス分析

【６】IPC分類軸・JST分類軸・時間軸の３次元クロス分析
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理工医薬農学系の論文数/年 特許出願数/年

神⼾⼤学 〜6,000 〜70

川崎重工業 〜50 〜600

論文と特許の橋渡し→論文に特許分類を付与すれば産業応用可能
特許分類IPCの属性＝重要性、的確性、網羅性、国際的共通性

産学連携のボトルネック

理工医薬農学系の論文数/年 特許出願数/年

京都大学 〜20,000 〜250

京セラ 〜70 〜2,000

どの論文の成果が、どの分野に産業応用できるか、わからないことが多い。

理工医薬農学系の論文数/年 特許出願数/年

大阪大学 〜20,000 〜250

パナソニック 〜700 〜5,000

2019/09/10
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第１階層 第２階層 第３階層 第４階層 第５階層

A：農学・医学等 １６ ８４ １１０６

省略

B：処理・運輸 ３７ １６８ １９８５

C：化学・冶金 ２１ ８７ １３２１

D：繊維・紙 ９ ３９ ３５０

E：固定構築物 ８ ３１ ３２３

F：機械・照明 １８ ９７ １０６４

G：物理 １４ ８１ ６９６

H：電気 ６ ５１ ５４６

８分類 １２９分類 ６３８分類 ７３９１分類 約８００００分類

特許分類（International Patent Classification）

山中教授のiPS細胞の米国特許公開公報

C12N15/09

特許分類
複数付与

発明者

C 12 N 15 /09

C 07 H 21 /04

山中教授のiPS細胞の米国Cell誌論文
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論文分類（JST分類）
第１階層 第２階層 第３階層 第４階層 第１階層 第２階層 第３階層 第４階層

A 科学技術一般 ５ ３５ ６４ M 原子力 ４ １８ ６４

B 物理学 １２ ７６ ４４６ N電気工学 ４ ３９ １５５

C 化学 ７ ３９ ３９１ P 熱機関 ４ １４ ３６

D 宇宙・地球 ６ ２９ １３２ Q 機械工学 １０ ５２ １５２

E 生物科学 １１ ５７ ２０９ R 建設工学 ４ ３３ １６１

F 農林水産 １０ ５０ ２３０ S環境 ３ １２ ６１

G 医学・薬学 ２５ １４３ ３６３ T 交通 ５ ５ ２３

H工学一般 ５ ２１ ５０ U資源 １ １１ ７９

Ｉ システム・制御 ３ ９ ３０ W 金属 ５ １８ １１４

J情報工学 ５ ２９ ６１ X 化学工学 ５ １２ ４４

K 経営工学 ２ １４ ４１ Y 化学工業 １２ ５０ ２３８

Lエネルギー ５ ８ １９ Zその他 ２ ２０ ２５

16分類 155分類 950分類 3188分類

EF02010S：細胞生理一般

EB03040U：生物学的機能
論文分類
複数付与

著者

E F 02 010S

E B 03 040U



公開された
全特許公報

抄録等
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y = -19.171x2 + 60.185x + 53.139

R² = 0.9106
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スコア値とIPC的中精度

Deep Learning等による論文にIPCを付与するソフトウエア

計算分類

C12N5：

A61K35：

特許分類
複数付与

協力 中央大学 難波英嗣教授

C12N15/09

USPTO分類
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神戸大学論文約9万件の論文軸JST・特許軸IPCの2次元クロス分析

VMSを用いてデータ整理

C12N:微生物又は酵素
EC02:分子遺伝学
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分析対象を神戸大学の近藤昭彦教授を中心とする

「先端バイオ工学研究センター* 」の論文発表・学会発表に

絞り、以下に3次元クロス分析（論文軸・特許軸＋時間軸）

の説明を行う。

発表時期 2001年～2019年まで

論文発表 645編
Applied Microbiology and Biotechnology, Journal of Bioscience and Bioengineering, 

Bioresource Technology, Biochemical Engineering Journal, Enzyme and Microbial 

Technology, Applied and Environmental Microbiology, Bio Industry, Bioscience 

Biotechnology and Biochemistry等

学会発表 947編
日本生物工学会、化学工学会、日本農芸化学会、酵素工学研究会
日本化学会、日本植物生理学会、高分子学会、日本生化学会等

著者所属機関 ～100機関
神戸大学、大阪大学、京都大学、月桂冠、岡山大学、慶應義塾大学、
科学技術振興機構、理化学研究所等

＊ http://www.egbrc.kobe-u.ac.jp/index.html

2019/11/22

8

論文軸・特許軸・時間軸3次元分析は魚群探知ソナーを搭載した船を連想すると理解しやすい。

数理システム：ユーザーコンファレンス

Y
軸

：
特

許

2019/11/22

魚群探知ソナー 論文・特許・時間の3次元分析

船上からどこに魚群がいるかを探したい。 論文の産業分野への応用可能性を知りたい。

サイドルッキングソナーを使用し探索。 Deep LearningによりIPC分類を付与し検索。



Y
軸

：
特

許
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まず、理解が容易な「時間軸＝2010年」に固定の2次元分析

VMSを用いてデータ整理

サイドルッキ
ングソナー

によって、

横方向の

魚群の深さを
探知
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X軸：JST論文軸：筆頭
Y軸：IPC特許軸：筆頭
Z軸：時間軸

Y
軸

：
特

許

次に、「時間軸＝2001年～2019年」の3次元分析

論文軸展開と

特許軸展開が

把握可能
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YZ垂直面
X軸：FK03020A（微生物代謝産物の生産）

Y軸：IPC特許軸（筆頭）
Z軸：時間軸

Y
軸

：
特

許

更に、「論文軸＝FK03020A」に固定し、「時間軸=2001年～2019年」の3次元分析

特定の論文軸における
特許軸との対応を
時系列表示した3次元マトリックス

大学が共同研究企業を探すのに有用
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Y
軸

：
特

許

XZ水平面
X軸：JST論文軸（筆頭）
Y軸：C12P7（酸素原子含有有機化合物の生産）

Z軸：時間軸

更に、「特許軸＝C12P7」に固定し、「時間軸=2001年～2019年」の3次元分析

特定の特許軸における
論文軸との対応を
時系列表示した3次元マトリックス
企業が共同研究大学を探すのに有用
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Y
軸

：
特

許

魚群を探知するソナーを搭載した船を連想すると理解しやすい。

進路方向の魚群との遭遇を予測したい。 論文の発表時期を予測し発表前に出願したい。

フォワードルッキングソナーを使用し探索。 BPT分布モデルで予測。

Y
軸

：
特

許

数理システム：ユーザーコンファレンス2019/11/22

魚群探知ソナー 論文・特許・時間の3次元分析

船上からどこに魚群がいるかを探したい。 論文の産業分野への応用可能性を知りたい。

サイドルッキングソナーを使用し探索。 Deep LearningによりIPC分類を付与し検索。

数理システム：ユーザーコンファレンス
14

X軸：JST論文軸：筆頭
Y軸：IPC特許軸：筆頭
Z軸：時間軸
対象ジャーナル：Journal of 

Bioscience and Bioeng.

N=67 IF=2.032 

Y
軸

：
特

許

FK03020A

微生物代謝
産物の生産

C12P7

酸素原子含有
有機化合物

縦ストライプが論文発表時期を示す
FK03020A＊C12P7

2019/11/22
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論文発表予測と地震発生予測とのアナロジー

スポット：C12P7酸素原子含有有機物 FK03030L微生物代謝産物

平均発表間隔 μ=770日 変動係数 α=0.295

スポット：南海トラフ
平均地震発生間隔 μ=117年 変動係数 α=0.36

東北大学耐震工学研究会 2019 年 1 月 12 日

「地震発生の長期予測モデルについて」柴田明徳
2019/11/22

数理システム：ユーザーコンファレンス
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メカニズム BPT分布の適用可否

論文
発表

学術研究とその発表による名誉獲得
は当然として、科学ジャーナル等への
発表は、外部資金獲得や昇進等の評
価に関わるので、教員は常にプレッ
シャーを受け続け、一定の成果が蓄積

すれば、それを論文として発表するこ

とで、一時的にプレッシャーから解放さ
れる。しかし、再びプレッシャーを受け
始め、次にサイクルが始まる。

学術研究の過程は、直線的な過程では
なく、一定の方向性を保ちつつも、行きつ

戻りつしながらの過程となるゆえ、一定

の流れを受けるブラウン運動に類似して
おり、BPT（Brownian Passage Time）分布

の適用は適切であろうと考えられる。

地震
発生

プレートテクトニクス理論によれば、
南海トラフでは、ユーラシアプレートは
フィリピン海プレートから常に応力を受
け続け、一定の限界に達すると、地震

が発生することで、一時的に応力から

解放される。しかし、再び応力を受け
始め、次のサイクルが始まる。

地震予測に6種類のモデルが検討され
た＊。しかし、1つは平均地震間隔μがラ
ンダム、3つはμの単調増加又は単調減
少を前提としており、不適当。
残った2つが、「対数正規分布モデル」と
「BPT分布モデル」である。
これらは平均地震間隔μが揺動すること

を前提としており、前者は金融工学のブ
ラック・ショールズ式のモデルであり、後
者はブラウン運動を模擬した式であるの
で、より物理的な前提を含む後者を本発
明の説明に採用する。

論文発表予測と地震発生予測との対比

＊政府地震調査研究推進本部地震調査委員会報告書

「長期的な地震発生確率の評価手法」 2001 年6 月 https://www.ism.ac.jp/~ogata/yotiren/Yoti10b1/yoti10b1.html

特願2019-191726
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Y軸：μ=2.11年、α=0.295における今後1年間の論文発表確率

Journal of Bioscience and Bioeng. ：JST=FK03030L＊IPC=C12P7

カラーパラメータ：論文最終発表から現時点までの正規化経過年数 0.2

X軸：現時点からの正規化経過年数ｔ≦1

最終論
文発表
から現
時点ま
でが
0.2年

2019/11/22

平均発表間隔 μ=2.11年 変動係数 α=0.295の論文発表確率 0.2Y・ 1.0Y

数理システム：ユーザーコンファレンス 18

Deep Learningのスコア値による内容の特許分類予測
最終論文発表から0.2年後の現在から、1年後の論文の分類予想。
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2019/11/22
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研究グループ 神戸大学先端バイオ工学研究センター

研究分野 JST分類=FK03020A：微生物代謝産物の生産

IPC分類= C12P7：酸素原子含有有機化合物

科学Journal Journal of Bioscience and Bioengineering

予測パラメータ µ=2.11年、α=0.295

発表確率予測 現時点で0％、1年後に73%

発表内容予測 C12P（酸素原子含有有機化合物）に関連する内容0.83、

C12N（微生物又は酵素）に関連する内容0.03

研究グループ 神戸大学先端バイオ工学研究センター

研究分野 JST分類=LB02020Y：生物燃料及び廃棄物燃料

IPC分類= C12P7：酸素原子含有有機化合物

科学Journal Bioresource Technology

予測パラメータ µ=2.05年、α=0.399

発表確率予測 現時点で15％、1年後に91%

発表内容予測 C12P7（酸素原子含有有機化合物）に関連する内容 0.80

C12N1（微生物）に関連する内容 0.03

2019/11/22

説明事例

別事例
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ご清聴ありがとうございました。

参考資料として、

研究・イノベーション学会の許諾を得て

2019年10月26日に同学会で

発表した講演要旨集を

配布しています。


